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第 
八
十
一 

号 

社
会
福
祉
法
人 

富
士
見
会 

  

 令
和
二
年 

七
月 

一
日 

  

 

新型コロナウイルスに 

入居者・利用者を感染させない 

      感染抑止に冷静な対応続く 

 

春
以
来
見
え
な
い
敵
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡 

大
防
止
の
た
め
、
当
施
設
で
は
日
々
言
葉
に
表
せ
な
い
ほ 

ど
の
緊
張
感
と
隣
り
合
わ
せ
で
、
入
居
者
・
利
用
者
を
守 

る
た
め
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

ふ
じ
み
の
さ
と
で
は
、
感
染
予
防
に
配
慮
し
た

上
で
、
施
設
北
側
の
ガ
ラ
ス
越
し
の
面
会
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
「
ガ
ラ
ス
越
し
の
面
会
も
う
れ
し

い
よ
。
本
と
靴
下
、
写
真
を
持
っ
て
き
た
よ
！
」 

サ
ン
ホ
ー
ム
ふ
じ
み
は
、
面
会
制
限
が

続
く
中
で
、
介
護
職
員
が
入
居
者
の
近
況

報
告
を
、
写
真
を
添
え
て
ご
家
族
へ
届
け

ま
し
た
。 

感
染
防
止
の
た
め
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
送
迎
車
両
を
朝
夕
2
回
、
消
毒

を
行
い
ま
す
。 

更
に
、
5
月
か
ら
は
携
帯
電
話
や
施

設
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
、
テ
レ
ビ

電
話
に
よ
る
面
会
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
画
面
越
し
に
久
し
ぶ
り
に
会
う
ご

家
族
と
会
話
さ
れ
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
元
気
か
い
？
」 
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◇◇◇ 令和元年度社会福祉法人富士見会事業実績報告書(概 要) ◇◇◇ 
 

         高齢者の笑顔・地域の宝に頑張りました。 

 

１ 法 人 運 営 

  富士見会理念【笑顔と温もり】 富士見会訓【お世話をさせていただきます。】 

① 会議の開催 理事会→６回 評議員会→４回 監査会→１回 

② 役員の数 理事→７人 監事→２人 評議員→１０人 

③ 職員数 常勤→７5 人 非常勤→１２人 計８７人 

④ 苦情解決第３者委員会→２回開催 

・苦情件数→０件 

・意見・要望等で寄せられた件数→１２５件 

⑤ 介護事故統計→１４件(内訳 出血７件 打撲２件 痛み１件 無断外出１件 誤薬３件)  

⑥ 施設内職員研修会 述べ１１回開催 延べ出席者数３３６人 

⑦ 消防避難訓練→２回実施 消防設備点検→２回実施 

⑧ 広報「ふじみだより」年３回発行(№78 号～80 号) ホームページ 随時更新 

⑨ 地域における公益的な取組 
・「知ってもらおう介護の仕事」事業→前橋市立富士見中学校 1 年生 

・青少年と未来をつなぐ職業教室→   同      上 

・サンサンふじみカフェ→延べ 11 回開催(延べ利用者 190人、ボランティア 146 人、従事者 70 人) 

・なんでも福祉相談事業→相談 1 件 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

２ 施 設 運 営  
施設目標『 私たちは、利用者・地域から期待される専門性の高いケアを目指します。』 

〇 拠点区分 特別養護老人ホームサンホームふじみ 

(サービス区分) 
 ➀ 特別養護老人ホームサンホームふじみ（多床室定員50人） 

    3月末入居者数 49人 平均介護度 3.94 入退去者数 18人 平均年齢88.29歳 

 ② 特別養護老人ホームサンホームふじみ「短期入所」（定員10人） 

述べ利用者数 2,425 人 平均介護度 2.2 平均利用者数 6.7 人/日  

  ③ ふじみ第 1 デイサービスセンター（定員 25 人） 

   開所日数 310 日 年間利用者数 5,098 人 平均利用者数 16.4 人/日 平均年齢 87.72 歳 

 ④ ふじみ第 2 デイサービスセンター（定員 30 人） 

   開所日数 310 日 年間利用者数 6,455 人 平均利用者数 20.81 人/日 平均年齢 88.61 歳 

 ⑤ ふじみ居宅介護支援センター 

   開所日数 310 日 年間相談件数 4,915 件 

（内訳 電話 2,095 件 来所 113 件 訪問 2,478 件 その他 229 件） 

 ⑥ 前橋市地域包括支援センター北部 

   開所日数 310 日 年間相談件数 1,600 件 

（内訳 電話 1,147 件 来所 199 件 訪問 161 件 その他 93 件） 

   主な業務 権利擁護業務 ケアマネ支援 介護予防支援 介護予防ケアマネジメント 

 

        〇 拠点区分 地域密着型特別養護老人ホームふじみのさと 

(サービス区分) 
 ➀ 地域密着型特別養護老人ホームふじみのさと 

   3月末入居者数 20人 平均介護度 3.80 入退去者数 6人 平均年齢90.70歳 

 

― — ― 詳しくは、富士見会ＨＰをご覧ください。 ― — — 
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令
和
元
年
度
事
業
実
績
報
告 

収
支
決
算
報
告
の
認
定
経
過 

 ・
監
査
会 
５
月
２６
日
（
火
） 

・
理
事
会 
６
月
９
日
（
火
） 

・
定
時
評
議
員
会 
６
月
１７
日
（
水
） 

                      

包
括
北
部
だ
よ
り(

№
3) 

 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の 

安
否
を
電
話
で
確
認 

 
     

芳
賀
・
富
士
見
地
区
を
エ
リ
ア
と
し

て
高
齢
者
の
総
合
相
談
活
動
を
業
務
と

し
て
い
る
「
前
橋
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
北
部
（
包
括
北
部
）
」
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
一
環
と

し
て
、
安
否
確
認
を
電
話
で
行
っ
て
い

ま
す
。 

 
こ
れ
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
に
合
わ
せ
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基

本
的
対
処
方
針
」
が
発
出
さ
れ
、
人
権

へ
の
配
慮
等
と
し
て
、
外
出
を
自
粛
す

る
方
々
の
心
の
ケ
ア
や
、
自
宅
で
の
Ｄ

Ｖ
や
虐
待
の
発
生
防
止
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
在
宅
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
・
要
援
護
者
に
見
守
り
等
を
行
い
、

適
切
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
れ
を
踏
ま
え
、
当
包
括
北
部
で
も

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に
対
す
る
見
守
り

の
一
端
を
担
う
た
め
、
85
歳
以
上
で
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
が
な
い
方
を
対

象
に
、
７
人
の
職
員
が
手
分
け
し
て
電

話
連
絡
で
安
否
を
確
認
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
方
か
ら
お

元
気
な
声
が
聞
か
れ
、
安
心
致
し
ま
し

た
。 

 

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
状
況
が
す
ぐ
に
好
転
す
る
と
は
思

わ
れ
な
い
中
で
、
高
齢
者
の
方
々
が
、

外
出
を
控
え
、
自
宅
等
で
長
い
時
間
を

過
ご
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
方
々
に
対
し
て
、
電
話
連
絡
等
に
よ

り
、
継
続
的
に
心
身
の
状
況
や
生
活
の

実
態
を
把
握
し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な

げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
民
生
・
児
童
委
員
、

地
域
住
民
皆
様
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
を
願
い

つ
つ
、
共
に
変
わ
ら
な
い
日
々
を
高
齢

者
が
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
必

要
な
見
守
り
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
社
会
福
祉
士 

後
藤
記
） 

入
居
者
・
利
用
者
様
の 

 
 

 
 

 
 

文
芸
作
品
紹
介 

                        

  

１　資産の部 1,033,998,257円

２　負債の部 96,201,905円

３　差引純財産 937,796,352円

内訳 金　　額 内訳 金　　額

現金貯金 286,268,843円 事業未払金 16,588,022円

未収金 78,699,765円 設備資金借入金 41,961,000円

前払金 233,055円 預り金 1,307,636円

土地 129,848,560円 リース債務 4,629,313円

建物 405,606,526円 賞与引当金 23,830,000円

定期預金 1,000,000円 退職給与引当金 7,885,934円

その他の固定資産 132,341,508円

合　　計 1,033,998,257円 合　　計 96,201,905円

資産の部 負債の部

令和元年度　資金収支決算報告書（財産目録）

※社会福祉充実残額△95,880,000円

ｼｮｰﾄｽﾃｲ利用者様 

ふじみ第１デイ利用者様 

ふじみ第 2 デイ利用者様 



4 

 

ふ
じ
み
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
立
っ
た
り
座
っ
た
り
す
る
「
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
に
取
り
組
み
始
め
て
1
年
が
経
ち

ま
し
た
。
ご
利
用
者
の
方
々
は
、
毎
日

こ
の
運
動
を
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。「
脚
は
、
本
当
に
大
事
な
ん
だ

よ
ね
」「
家
で
も
200
回
や
っ
て
い
る
よ
」

「
こ
の
運
動
を
始
め
た
ら
歩
く
の
が
早

く
な
っ
た
」「
立
ち
上
が
る
こ
と
が
楽
に

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
杖
を
使
わ
な

く
て
も
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
姿
勢

が
良
く
な
っ
た
」
等
、
ご
利
用
者
の
沢

山
の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。 

以
下
、
令
和
元
年
11
月
～
令
和
2
年

4
月
ま
で
の
運
動
機
能
向
上
加
算
を

算
定
し
た
ご
利
用
者
22
名
の
平
均
値

を
示
し
ま
す
。
＝
別
表 

 

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
始
し
、
半
年
で
、
両
手
・

両
足
の
筋
力
に
関
す
る
す
べ
て
の
項

目
で
改
善
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

特
に
歩
行
ス
ピ
ー
ド
は
、
殆
ど
の
ご

利
用
者
で
改
善
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
倍
以
上
、
早
く
歩
く
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
片
足
立
ち
に
つ
い
て
は
、
利
き
脚

で
は
な
い
方
に
も
、
筋
力
が
つ
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

自
身
の
力
で
両
足
を
同
時
に
鍛
え
ら

れ
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
も
良
く
な
る
事
は
、

転
倒
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
こ
こ

に
き
て
、
運
動
を
す
る
」
と
い
う
生
活

習
慣
が
、
ご
利
用
者
の
間
に
定
着
し
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

   

 

最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

自
宅
で
過
ご
さ
れ
て
い
た
第
１
デ
イ
１

名
、
第
2
デ
イ
１
名
の
方
へ
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
代
替
え
手
段
と
し
て
、
居

宅
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
運
動
能
力
が

低
下
し
な
い
よ
う
に
日
頃
の
様
子
を
伺

い
、
血
圧
測
定
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

や
屋
外
歩
行
の
練
習
、
料
理
や
洗
濯
、

お
掃
除
の
練
習
、
自
宅
で
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、
充
実
し
た
時
間

を
、
お
過
ご
し
頂
け
た
か
と
思
い
ま
す
。 

ま
と
め
・
・
・ 

運
動
を
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
を
予

防
す
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
筋
力
が
衰
え
る
と
、
動
作
が

遅
く
、
時
間
が
か
か
り
、
身
体
を
動
か

す
こ
と
が
億
劫
に
な
っ
て
、
何
も
し
な

く
な
り
ま
す
。
何
も
し
な
く
な
る
と
筋

か
ら
脳
へ
の
感
覚
神
経
の
刺
激
が
途
絶

え
、
脳
が
衰
え
て
い
き
ま
す
。
認
知
症

に
な
る
方
は
、「
食
欲
が
減
り
」「
身
体

を
動
か
さ
な
い
」「
人
と
の
交
流
を
嫌
が

る
」
人
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ふ
じ
み
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、「
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
通
し
て
、
下
肢
筋
力
の
維
持
・
向
上
、

そ
し
て
認
知
症
予
防
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
は
な
か
な
か
継
続
し
て
行
う
こ

と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
当
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
仲
間
と
一
緒
に
賑
や

か
に
楽
し
く
運
動
を
行
っ
て
お
り
、
あ

っ
と
い
う
間
に
、
午
前
100
回
、
午
後
100

回
、
計
200
回
の
運
動
を
皆
さ
ん
出
来
て

し
ま
い
ま
す
。
今
後
も
、
ご
本
人
に
合

わ
せ
た
運
動
強
度
を
み
な
が
ら
、
在
宅

で
の
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
気

軽
に
見
学
・
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

（
作
業
療
法
士 

峯
浦
記
） 

自宅でも自立した生活が送れるようお手伝い 

―半年間の実績を報告します― 

ふじみ第 1・第 2 デイサービスセンター 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
」
に
係
る
臨
時
的 

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て 

https://wired.jp/tag/coronavirus
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令
和
ス
タ
ー
ト
の
年 

 
 

介
護
事
故
統
計
報
告 

施
設
全
体
で
１４
件
発
生 

  

去
る
４
月
８
日
（
水
）、
月
例
介
護
事

故
防
止
委
員
会
に
て
、
昨
年
度
１
年
間

に
当
施
設
内
で
発
生
し
た
介
護
事
故
に

つ
い
て
の
統
計
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

  

富
士
見
会
全
体
と
し
て
は
、
事
故
や

感
染
症
等
の
総
数
は
平
成
３０
年
度
の

２３
件
か
ら
１４
件
と
な
り
、
９
件
減
少
し

ま
し
た
。
内
訳
は
、
出
血
７
件
、
打
撲

２
件
、
痛
み
１
件
、
無
断
外
出
１
件
、

誤
薬
３
件
で
し
た
。 

 

ま
た
、
一
昨
年
度
に
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
感
染
者
も
出
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

令
和
元
年
度
は
前
年
の
教
訓
も
生
か
し

て
流
行
期
早
々
か
ら
対
策
を
取
り
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
者
が
０
人
で
し

た
。
こ
れ
は
、
ご
家
族
の
皆
様
に
も
面

会
制
限
等
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
け

た
お
陰
で
す
。 

（
介
護
事
故
防
止
委
員
会 

坂
部
記
） 

 

苦
情
は
０
件
の
報
告 

  

去
る
６
月
１２
日
（
金
）
、
当
施
設
内

会
議
室
で
、
令
和
２
年
度
第
１
回
苦
情

解
決
第
３
者
委
員
会
議
（
総
括
責
任
者

理
事
長
）
が
開
催
さ
れ
、
前
年
度
下
半

期
の
状
況
が
各
事
業
所
の
担
当
者
よ
り

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
日
々
の

業
務
の
中
で
ご
利
用
者
や
ご
家
族
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
意
見
・
要
望
が
ま
と
め
ら

れ
た
「
意
見
ノ
ー
ト
」
に
記
載
の
６７
件

に
つ
い
て
も
詳
細
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

  

出
席
し
た
第
３
者
委
員
二
人
か
ら
は 

上
半
期
に
続
き
、
下
半
期
に
つ
い
て
も

施
設
へ
の
苦
情
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
と
の
発
言
が
あ
り
、

令
和
元
年
度
の
苦
情
は
０
件
で
あ
っ
た

こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

  

富
士
見
会
で
は
、
令
和
2
年
度
も
利

用
者
目
線
で
表
面
に
現
れ
に
く
い
声
を

吸
い
上
げ
、
介
護
保
険
事
業
所
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
や
信
頼
の
向
上
が
一
層
図
れ

る
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

（
実
務
責
任
者 

木
暮
記
） 

 

災
害
時
用
食
材 

備
蓄
倉
庫
完
成 

 
 

上
毛
新
聞[

愛
の
募
金]

活
用 

  

本
年
２
月
末
当
施
設
内
に
災
害
時
用

食
材
備
蓄
倉
庫
が
完
成
し
ま
し
た
。
＝

写
真 こ

れ
は
、
令
和
元
年
上
毛
新
聞
厚
生

福
祉
事
業
団
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
、
県
民

の
浄
財
「
愛
の
募
金
」
よ
り
５０
万
円
の

贈
呈
を
頂
き
整
備
し
た
も
の
で
、
他
に

防
災
用
テ
ン
ト
２
張
り
、
非
常
用
発
電

機
１
台
等
を
購
入
し
ま
し
た
。 

 

 

倉
庫
内
に
は
、
災
害
時
用
に
３
日
分

の
食
材
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
、
各
種
災

害
か
ら
入
居
者
・
利
用
者
の
安
全
・
安

心
が
一
層
向
上
し
ま
し
た
。 

  

当
施
設
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
非

常
災
害
訓
練
に
努
め
、
災
害
に
対
し
て

迅
速
且
つ
的
確
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
、

整
備
し
た
防
災
物
品
を
有
効
活
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

 

（
防
火
管
理
者 

樺
澤
記
） 

 

          ◎
新
し
い
職
員
紹
介 

①
氏
名 

②
配
属
先 

③
趣
味 

④
抱
負 

    

①
樺
澤 

光
芳 

②
総
務
課 

③
旅
行 

④
地
域
に
根
付
い
た
福
祉
・
介
護
を
心

掛
け
努
め
て
参
り
ま
す
。 

    

➀
北
野 

恵
子 

②
ふ
じ
み
の
さ
と
（
ひ
だ
ま
り
） 

③
油
絵 

④
入
居
者
様
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
介
護
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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   皆
様
の
善
意
に
心
か
ら 

 
 

 

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

〇 

福
本
ト
ヨ
子
様
ご
家
族 

 
 

 

紙
パ
ン
ツ
２５８
枚 

 

 
 

 

尿
取
り
パ
ッ
ド
１８０
枚 

〇 

金
子
や
す
子
様
ご
家
族 

 
 

 

尿
取
り
パ
ッ
ド
１７７
枚 

〇 

奈
良
た
け
様
ご
家
族 

 
 

 

紙
パ
ン
ツ
１２０
枚 

〇 

海
老
沼
力
子
様
ご
家
族 

 
 

 

尿
取
り
パ
ッ
ド
３６０
枚 

 
 

 

紙
パ
ン
ツ
１０４
枚 

 
 

 

紙
お
む
つ
３０
枚 

〇 

品
川
隆
一
様 

 
 

 

里
芋
３3
㎏ 

〇 

原
澤
末
江
様
ご
家
族 

 
 

 

中
古
車
椅
子
４
台 

〇 

國
松
清
一
様 

 
 

 

金
１
万
円 

〇 

関
口
ふ
み
ゑ
様 

 
 

 

金
５
千
円 

〇 

高
山
は
る
様
ご
家
族 

 
 

 

中
古
押
し
車
１
台 

 
 

 

尿
取
り
パ
ッ
ド
１９
枚 

〇 

阿
久
澤
鶴
吉
様
ご
家
族 

 
 

 

金
１
万
円 

〇 

大
谷
吉
伸
様 

 
 

 

バ
ラ
２
バ
ケ
ツ 

〇 

狩
野
花
枝
様 

 
 

 

紙
お
む
つ
８９
枚 

〇 

小
保
方
す
み
子
様
ご
家
族 

 
 

 

紙
お
む
つ
１７
枚 

 
 

 

尿
取
り
パ
ッ
ド
３０
枚 

〇 

樺
澤
た
つ
様
ご
家
族 

 
 

 

き
ゅ
う
り
5
㎏ 

〇 

関
口
梅
野
様
ご
家
族 

 
 

 

紙
パ
ン
ツ
３８
枚 

 
 

 
尿
取
り
パ
ッ
ド
４５
枚 

〇 

安
楽
寺
・
本
光
寺
様 

 
 

 

金
１０
万
円 

〇 

岩
井
秀
子
様
ご
家
族 

 
 

 

ズ
ボ
ン
下
４
枚 

 
 

 

長
袖
シ
ャ
ツ
１
枚 

 
 

 

紙
パ
ン
ツ
２２
枚 

 

   

◆ 

特
養
納
涼
祭
開
催 

〇 

サ
ン
ホ
ー
ム
ふ
じ
み 

 
 

８
月
２３
日
（
日
） 

〇 

ふ
じ
み
の
さ
と 

 
 

８
月
２７
日
（
木
） 

 

◆ 

特
養
敬
老
会
開
催 

 

〇 

サ
ン
ホ
ー
ム
ふ
じ
み 

 
 

９
月
１５
日(

火) 

〇 

ふ
じ
み
の
さ
と 

 

 
 

９
月
１７
日(

木) 

※ 

い
ず
れ
も
入
居
者
・
職
員
の
み
で

開
催
し
ま
す
。 

 

  

ふ
じ
み
だ
よ
り 

 
 

広
報
（
Ｈ
Ｐ
）
委
員
紹
介 

                

 

 

 

ふ
じ
み
だ
よ
り
第
八
十
一
号
の
発
行

に
あ
た
り
、
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
の
中
で
も
、
サ
ン

ホ
ー
ム
の
前
庭
で
は
つ
つ
じ
や
ジ
ャ
ガ

イ
モ
な
ど
の
花
が
色
と
り
ど
り
に
花
を

咲
か
せ
心
の
安
ら
ぎ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

施
設
で
も
、
感
染
防
止
対
策
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
ま
す
。
又
、
面
会
制
限

な
ど
ご
家
族
の
方
々
の
ご
協
力
も
頂
き
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。 

 

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
、
夏
の
暑
さ
対

策
と
新
し
い
生
活
様
式
の
中
、
感
染
症

対
策
と
の
両
立
を
行
い
な
が
ら
、
お
互

い
に
健
康
管
理
に
留
意
し
乗
り
切
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 

（
広
報
委
員
長 

永
倉
記
） 

        

編 

集 

後 

記 

お 

知 

ら 

せ 

 

ふ
じ
み
だ
よ
り 

第
八
十
一
号 

発
行
日 

令
和
二
年 

七
月 

一
日 

社
会
福
祉
法
人 

富
士
見
会 

発
行
人 

星 

野 

好 

孝 

〒
三
七
一-

〇
一
一
五 

前
橋
市
富
士
見
町
小
沢
二
〇
七
番
地
一 

℡ 

〇
二
七-

二
八
八-

八
二
二
一 

温
か
い
心
に
感
謝 

 

令
和
２
年
度
ふ
じ
み
だ
よ
り
の
広
報

（
Ｈ
Ｐ
）
委
員
に
、
左
記
の
職
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
１
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

（
広
報
委
員
長
） 

ふ
じ
み
第
１
デ
イ 

 

永
倉 

佳
美 

（
副
広
報
委
員
長
） 

厨 

房 
 

 
 

 
 

岩
﨑 

至
澄 

（
広
報
委
員
） 

総
務
課 

 
 

 
 

 

樺
澤 

光
芳 

 
 

同 
 

 
 

 
 

大
津 

和
也 

 
サ
ン
ホ
ー
ム
ふ
じ
み 

狩
野 

亜
里 

 
 

 
同 

 
 

 
 

 

広
井 

夏
生 

 

ふ
じ
み
の
さ
と 

 
 

樺
澤 

美
鈴 

 

ふ
じ
み
第
２
デ
イ 

 

関
口 

愛
子 

 

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
髙
沢 

飛
鳥 

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
後
藤
美
祐
紀 


